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１．背景と目的

１．１ 背景

海浜は国土を構成する重要な要素であり、特に砂浜は来襲する波浪を弱め、高潮・高波

が陸域に与える影響を緩和するのみならず、利用・環境の場として古来より、その存在自

体が国民の生活に大きな恩恵を与えてきた。砂浜を保全するため、消波堤、突堤、離岸堤

など漂砂制御施設の設置による様々な取り組みがなされ一定の効果を上げてきた。

しかしながら、漂砂制御施設の設置は、下手側の侵食を助長するおそれがあるほか、そ

もそも沿岸漂砂の供給が見込めない海岸では侵食を防止する効果が無く、またコンクリー

ト製の構造物の設置は海浜の景観を悪化させる、などの課題があげられている。

このような中、平成１１年に海岸法が改正され 「砂浜」が海岸保全施設として指定で、

きるようになるとともに、法の目的に海岸環境の整備と保全が位置づけられた。また、平

成１０年に河川審議会総合土砂管理委員会からの「流砂系の総合的な土砂管理に向けて」

の報告を受けて水系スケールの総合的な土砂管理に向けた本格的な取り組みが行って来て

おり、土砂動態調査、沿岸漂砂量（沿岸方向に移動する砂の量）調査、計画流砂量（流砂

系における土砂の配分計画）の設定などに取り組んできた。

これらの検討により土砂収支や計画流砂量が設定されてきており、砂浜の動的な変化を

考慮して養浜の評価を行うとともに、これまで必ずしも十分に検討されてこなかった環境

への配慮手法を評価していく必要がある。

１．２ 目的

流砂系として土砂を管理していく場合、海岸において不足する土砂量、偏在する土砂量

という課題を解消するため、サンドバイパス、サンドリサイクルを含め、養浜が効果的で

ある。直轄海岸では昭和５７年度に東播海岸で実施されたのが 初であり、平成１８年度

までに河川局直轄海岸で約 万 の養浜が行われている。410 m3
養浜をより効率的に実施するために、本調査では養浜の実施状況（養浜量・粒径・投入

場所・投入頻度など）の整理と評価を行うとともに、これまでの養浜事業にかかる事前評

価・事後評価・モニタリング手法等の実施状況及び養浜が環境に与える影響を整理する。

養浜に関する事前・事後評価手法をとりまとめることにより、養浜事業計画の精度と効率

を高め、漂砂系の総合的な土砂管理を適切に実施することを目的とする。

２．昨年までの成果

昨年度は養浜とそれに係る事前・事後評価の実施状況の再整理と事業効果の検証を行

い、事前評価・事後評価に当たって着目すべき視点の整理を行った。

その結果、これまでの養浜事業では、必要な養浜量の推定と養浜材の確保に重点がおか
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れており、それらに基づいた養浜事業は現在までのところ汀線の維持に貢献してきたこと

が明らかになった。一方で、粒径や投入箇所、投入形状、投入頻度や時期などによる養浜

効果の違いについて現地での試行錯誤が報告されており、設定手法や評価手法について海

象や海岸環境を踏まえさらなる検討が必要であること、またそれらの設定に当たって環境

や利用、特に底生生物や漁業への配慮、あるいは近隣の河口閉塞や航路埋没への影響など

にも配慮する必要があることも明らかになった。

３．本年度の研究内容

昨年度の成果から、養浜の事業効果の評価はほとんどの海岸で砂浜幅のみに着目して行

われていることがわかったが、砂浜幅はあくまで目安であり、本来は事業目標設定のやり

方に合わせて①うちあげ高や越波量などの目的性能の評価と②砂浜の変動による性能の低

下や構造物の不安定化に対する耐久性（安全性能）の評価を行う必要がある。そのため今

年度養浜を実施している富士海岸、東播海岸、皆生海岸において養浜の事業目標設定の手

法と、目的性能・安全性能の観点から見た達成状況について整理した。

また、養浜が環境に与える影響を把握するため、これまでに実施された環境調査の結果

を用い、環境情報図上に養浜実施の状況を重ね合わせ、養浜が環境に与える影響を評価す

るための必要資料の整理を行った。

３．１ 代表海岸における養浜の事業目標設定及び達成状況

、 （ ）養浜の事業目標設定に当たっては 被災を防ぐのに必要な性能の確保 目的性能の確保

に加えて、施工後長期間経過した後に計画波浪が来襲する場合や、高波浪による一時的砂

浜後退直後に計画波が来襲する場合などを考慮（安全性能の確保）する必要がある。例え

ば砂浜幅によって目標を設定する場合は、以下のような考え方を基本とする。

目標砂浜幅＝

うちあげ高・越波量等を目標以下に抑えるのに必要な幅（必要浜幅）

＋施工後の数十年スケールの長期的な砂浜変動見込み幅（長期変動幅）

＋時化などによる一時的な砂浜変動見込み幅（短期変動幅）

、 。また 構造物基礎部における土被り厚なども安全性能の一種として評価する必要がある

一方、各海岸における養浜事業目標は、各々の海象条件や漂砂環境、養浜実施状況等に

合わせて検討されており、計画波浪来襲時の越波量・うちあげ高の値で設定されている場

合や、目標砂浜幅が設定されている場合などさまざまである。これらについて目的性能・

安全性能の観点から評価を行うため、代表海岸におけるうちあげ高及び越波量の計算値、

砂浜幅、砂浜断面積、海岸堤防基礎部土被り厚について整理を行った。

３．２ 養浜箇所における生物の生息状況

養浜は構造物による対策に比べ、波浪や流れ、底質等の恒久的な変化が少なく、環境へ

の影響が比較的小さいと一般的に考えられているが、施工面積が大きいこと、また養浜材

の流出や拡散などによる周辺の環境への影響も考えられる。例えば養浜を実施すると、特

に投入箇所においてそれまで生息していた移動力の小さい生物（植生・底生動物等）が養

浜材に被覆されてしまうため生息できなくなるおそれがある。特に一度に大量の養浜を行

うと蒔き出し厚や施工面積が大きくなり影響も大きくなる。

また養浜材の粒径が投入箇所付近の砂の粒径よりも小さいと、投入された材料は広範囲

安 全

性 能

目的性能
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。 。に移動する 粒径が大きいと移動量が小さいことから大粒径の材料が投入箇所にとどまる

現地と異なる粒径の土砂は一般に底生生物等に悪影響を及ぼす他、陸上部の粒径の変化に

植生等が影響を受ける可能性もある。また施工時の濁りの悪影響も考えられる。

そこで養浜養浜が環境に与える影響を把握するため、代表海岸でこれまでに実施された

環境調査成果を整理する。

４．代表海岸の養浜事業の性能設定及び達成状況、生物の生息状況

４．１ 富士海岸

４．１．１性能設定及び達成状況

富士川河口から沼津港に至る富

士海岸においては、昭和放水路東

側を中心に、砂礫浜を維持・回復

することを目的として、平成８年

度から年間約 万 の養浜を行10 m3
っている。施工時期は波浪条件か

ら、静穏期である１１月～３月と

している。富士海岸では、離岸堤

などの建設により沿岸漂砂量を制

。 、 、御している そのため 深浅測量

波浪エネルギーフラックスと養浜地形の変化の把握や汀線変化モデルによるシミュレーシ

ョンなどから沿岸漂砂量を約 万 ／年と推算し、投入量を決めている。現在、侵食10 m3
の著しい昭和放

水路以東の漂砂

下手側に対して

汀線の維持・回

。復を図っている

土砂粒径決定

に当たっては試

験養浜を行った

結果、歩留まりと

下手側供給量のバランス及び周辺海域でのシラス漁に配慮し、砂防施設で捕捉した土砂を

用いて ～ の材料を投入している。投入開始直後の浜幅が少ない時期には、10mm 150mm
養浜工内部に消波ブロックを併設することにより異常波浪での侵食を防ぐ工法を採用し

た。養浜形状は水中、汀線付近、あるいは後浜へ高く盛るなど、様々な断面を試行してい

るが、基本的には毎年度とも水中と陸上両方に養浜している。

富士海岸の海岸事業の目標は、目的性能として、背後地の土地利用に応じた許容越波量

、 。 、を設定し 海岸保全施設の整備によって許容越波量以下とすること設定している しかし

近年海岸侵食がさらに著しく進行し、堤防の基部まで侵食が進んだことから、許容越波量

の超過はもとより破堤の危険性さえも生じる事態となった そこで当面の目標として 破。 、「

堤を許さない」という堤防の安全性能の観点から、これまで経験した１回の高波浪による

H13 117,000m3
H14 100,000m3
H15 120,000m3
H16 65,300m3
H17 107,600m3
H18 68,000m3

図－１ 富士海岸養浜箇所

田
子
の
浦
港

昭
和
放
水
路

富
士
川

昭
和
放
水
路

図－２ 養浜による汀線回復
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侵食幅を参考に、破堤に至らない海岸線を限界汀線として設定した。そこに長期的な汀線

の変動幅（約 ）を考慮して、限界汀線より 沖側を、破堤しないために維持すべ10m 10m
き管理汀線と定めた。なお、昭和放水路の放水路口に影響がないように考慮し、放水路近

傍では管理汀線をセットバックし、埋設消波工で防御している。

項目 目標 現況 達成状況
越波量 有義波高 での越波0.01m3/s/m 0.008m3/s/m H=17m

しぶきは上がるが 越波被害は許さない 量は満足している。（ 、 ）
うちあげ高 － （＜堤防高 ）T.P.15.0m T.P.17.0m
砂浜幅（管理汀 （破堤を許さない） 養浜前に比べ投入箇所を中120m 104m
線） 心に回復したが変動が激し

く、達成見込み年は不明
砂浜断面積 （砂浜幅から換算） 養浜前に比べると侵食は止840m2 630m2

まったものの、横ばいであ
り達成見込み年は不明

堤防基礎の土被 （堤防設計時） 土被り厚は前浜における養3.1m 3.1m
り厚 浜により確保されている。

※計画波 （有義波） ※下線部が設定目標、他項目はそこから換算H=17m
表－１ 富士海岸吉原工区（ ）における養浜事業の目標設定及び達成状況No.47

養浜の結果、越波量とうちあげ高の目的性能については目標を満足している。一方で砂

浜幅は養浜前よりは回復したが、目標砂浜幅（管理汀線）までは達しておらず、砂浜断面

積は横ばいである。現状では計画波浪来襲時に砂浜が完全に消失し破堤する恐れが残る。

堤防基礎の土被り厚は養浜により確保されている （図－２、表－１ 。。 ）

４．１．２ 生物の生息状況

吉原工区は汀線付近の粒径が数十 あり砂浜の勾配は 以上であり、また汀線からmm 1/10
数ｍ陸側に消波堤がある。前浜には植生はまったくないが、後浜の堤防法尻や工事用道路

法面にわずかの海浜植生が存在する。もっとも海側はコウボウムギ群落が狭い範囲で存在

し、そこから堤防までは主にハマゴウ群落となる。部分的にススキ群落が散在する。堤内

図－３ 富士海岸吉原地区養浜箇所環境情報図（平成１６年度）

H15
V=120,000m3
L=505m　d=150mm以下

H15
V=120,000m3
L=505m　d=150mm以下

H14
V=100,000m3
L=475m　 d=150mm以下

H14
V=100,000m3
L=475m　 d=150mm以下

H17
V=79,850m3
L=1,049m　d=10-150mm

H17
V=79,850m3
L=1,049m　d=10-150mm

H18
V=67,800m3
L=800m　ｄ=10-150mm

H18
V=67,800m3
L=800m　ｄ=10-150mm

H16
V=65,000m3
L=511m　ｄ=10-150mm

H16
V=65,000m3
L=511m　ｄ=10-150mm

045 コウボウムギ群落
047 ハマヒルガオ群落
048 ハマエンドウ群落
049 コウボウシバ群落
0410 ハマゴウ群落
0514 メヒシバーエノコログサ群落
0515 ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落
0591 ムラサキナギナタガヤ群落
0592 ビロードモウズイカ群落
064 ヨモギ－メドハギ群落
065 イタドリ群落
068 セイタカアワダチソウ群落
0614 カゼクサ－オオバコ群落
1039 シバ群落
1041 ススキ群落
1042 チガヤ群落
1312 アズマネザサ群落
1317 テリハノイバラ群落
1391 クサギ群落
1392 エビヅル群落
1429 ヌルデ－アカメガシワ群落
1435 ムクノキ－エノキ群集
1491 ハゼノキ群落
182 マダケ植林
185 ホテイチク植林
209 ハリエンジュ群落
2010 植栽樹林群（ウバメガシ）
2012 クロマツ植林
251 公園・グラウンド
253 人工裸地
261 構造物
262 コンクリート構造物
263 道路

自然裸地 27 自然裸地

砂丘植物群落

１年生草本群落

多年生広葉草本群落

単子葉草本群落
（その他の単子葉草本
群落）

グラウンドなど

人工構造物

その他の低木林

落葉広葉樹林

植林地（竹林）

植林地（その他）

昭
和
放
水
路

植生調査時期

平 成 １ ６ 年 ６ 月 上 旬
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地は堤防に沿ってクロマツの植林が続き、その背後は人家となっている （図－３）。

昭和放水路の東側 程度は平成８年度からほぼ毎年養浜が行われており、植生は全0.5km
く無い。そのさらに東側 程度は平成１６年１０月より養浜が行われているが、この0.5km
植生調査（６月上旬）の時点ではまだ養浜前である。堤脚部近くにわずかにコウボウムギ

など土砂移動による埋没に強い種が存在し、コウボウムギと堤防の間にハマゴウが存在す

る。東側に行くにつれて徐々に植生が海側へ範囲を拡げ、昭和放水路より約 東で植1km
生は浜幅の半分程度まで拡がり以東は安定する。またススキなど他の植物が見られ始め堤

脚部を中心に生息するようになる。また、昭和放水路より西側から富士工区にかけての範

囲は、人工裸地、自然裸地（砂浜）が広がり、植生はほとんどみられない。富士海岸全体

を通じて、養浜や消波工設置などを多く実施してきた区域が裸地となっているように見受

けられるが、侵食の激しさにより養浜前に植生が失われた可能性もあり、工事と植生の因

果関係の判断には施工前・施工時・施工後の継続的な観察が必要である。

また動物類については、各地区１カ所程度の調査断面が最近の養浜箇所からはずれてい

るため、養浜による影響は確認出来ない。

４．２ 皆生海岸

４．２．１ 性能設定及び達成状況

鳥取県の美保湾に面する皆生海岸では、侵食対策として離岸堤等が整備されたが、整備

範囲より西側では依然として侵食が生じており、総合的な土砂管理の一環として平成６年

度からサンドリサイクルによる砂浜保全をおこなっている。現地実験及び等深線変化モデ

ルや汀線変化モデルによるシミュレーションによって、汀線が維持される 万 年を投3 m3/
入している。冬期の高波浪時に十分な土砂供給が得られるよう、毎年１月～２月（冬期の

静穏時）に投入している。現地実験から、沖合投入は汀線回復効果が小さいことが認めら

れたため、汀線付近に投入している。施工手順を簡略化し、断面を定めずに投入後はブル

ドーザーで海側へ敷き均すのみとしている。サンドリサイクル事業の当面の目標設定は、

「事業開始時の浜幅の維持」と設定されている。越波量やうちあげ高による検討や海浜変

形を考慮した検討は行われていない。

養浜砂を投入している夜見・富益工区全体の平均的な汀線変化量を見ると、年毎に大き

な変動があるものの養浜開始（平成６年度）以降に汀線後退傾向が改善されていることが

わかるが、回復までは至っていない（図－５ 。また砂浜断面積は汀線変化と同様、安定）

はしているが回復はしていない（表－２）

日 本 海

中 海
大山町

松江市

安来市

境港市

米子市

米子市

日吉津村

日 本 海

中 海
大山町

松江市

安来市

境港市

米子市

米子市

日吉津村
日

野

川

日

野

川

美 保 湾

直轄工事区域 L=10,620m

境
港

工
区

夜見・富益工区 両三柳工区 皆生工区

境 港

淀江魚港

鳥取県

岡山県

■位置図

日 本 海

広島県

島
根県

山口県

皆生海岸皆生海岸

日野川日野川

図－４ 皆生海岸養浜箇所 図－５ 皆生海岸夜見・富益工区汀線変化
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またシミュレーションの結果、サンドリサイクルを行わなかった場合最大で汀線が６０ｍ

後退したと予測され、目標は達成されていないものの大きな効果を上げていることがわか

る（図－６ 。また越波量及びうちあげ高については背後地地盤高がうちあげ高よりも）

高いため、越波の影響はほとんどない。
項目 目標 現況 達成状況

越波量 － 概ね －（注）0m3/m/sec
うちあげ高 － －（注）T.P.+3.66m
砂浜幅 年度浜幅（ ) 安定しているが回復はしていない。H6 61.1m 39.4m
砂浜断面積 （ 年度) 安定しているが回復はしていない。173.3m2 H6 104.7m2
堤防基礎の土被り厚 － － （無堤区間）

※計画波 ※下線部が設定目標、他項目はそこから換算H=6.34m
注：背後地地盤高がうちあげ高よりも高いため、越波の影響はほとんどない。

表－２ 皆生海岸夜見富益工区における養浜事業の目標設定及び達成状況

４．２．２ 生物の生息状況

皆生海岸の夜見・富益工区では平成６年度以降同じ箇所に養浜（サンドリサイクル）を

実施している。夜見・富益工区は漂砂系上手側（東側）に突堤があるが、それ以外には構

造物はない。前浜勾配は 程度、外浜勾配は 程度である。養浜材は同じ海岸の漂砂1/5 1/30
d50=0.7mm系下手側 西側 である境港工区から採取した土砂であるが 粒径は現地粒径の（ ） 、

と比べて若干小さく 前後である。投入方法は前述のとおり、汀線付近の裸地d50=0.5mm

１号潜堤

２号潜堤（沖側）

２号潜堤（岸側）

45
46
47
48
49

410
414
415

491
492
493
494

4545
4646
4747
4848
4949

410410
414414
415415

491491
492492
493493
494494

H14

植生 9月

昆虫類 －

底生生物 －

鳥類 －

魚類 －

海草・海藻 －

各調査実施時期

土
砂

投
入

箇
所

沿
岸
漂
砂
方
向

沿
岸
漂
砂
方
向

養浜砂の
移動範囲

№
59

№
58

№
57

№
56

№
55

サンドリサイクル量投入経歴

年 度 投 入 場 所

投 入 量

（ ｍ 3 ） ｄ50 備 考

平成６年度
№55～
№55+100付近 10,280 － H7.2月 ～ H7.3月

投入場所は汀線から沖側
50mの水深-2.5m付近

平成７年度 №57+100 20,000 － H8.1月 ～ H8.1月

平成８年度 №57+100 18,000 － H9.3月 ～ H9.4月

平成９年度 №57+100 30,000 － H10.1月 ～ H10.2月

平成１０年度 №57+100 30,000 － H11.1月 ～ H11.2月

平成１１年度 №57+100 30,000 － H12.1月 ～ H12.3月

平成１２年度 №57+100 30,000 － H13.1月 ～ H13.3月

平成１３年度 №57+100 31,400 － H14.1月 ～ H14.3月

平成１４年度
№57+100及び
№55付近 30,500 0.57 H15.1月 ～ H15.3月

№57+100：27,300m3
№55付近：　3,200m3

平成１５年度 №57+100 32,500 0.48 H16.1月 ～ H16.3月

平成１６年度 №57+100 34,000 0.46 H17.1月 ～ H17.3月

平成１７年度
№57+100及び
№55付近 27,900 0.39 H18.1月 ～ H18.2月

№57+100：24,800m3
№55付近：　3,100m3

平成１８年度
№58及び
№55付近 27,500 0.52 H19.1月 ～ H19.2月

№58       ：25,600m3
№55付近：　1,900m3

投 入 時 期

図－６ サンドリサイクルによる土砂収支の改善

サンドリサイクルによって
維持された浜幅 最大６２ｍ

土

砂

採

取

箇

所

土

砂

投

入

箇

所

図－７ 皆生海岸夜見・富益工区養浜箇所環境情報図（平成１４年度）



7

に投入した後にブルドーザーで海側へ敷き均すという手法をとっている。

、 、環境調査の結果から 汀線から陸側に 程度離れた箇所からコウボウムギが広がり50m
その背後にハマゴウが断片的に分布し、さらに背後にはクロマツ植林が分布している。流

入小河川沿いにはヨシが分布し、また一部にメヒシバ群落がみられる（図－７ 。）

養浜砂投入箇所付近の植生は、周囲と比較して違いは見られない。汀線際の裸地に養浜

するため後浜の植生を被覆することがないためと考えられる ただし 投入箇所上手側 東。 、 （

側）の後浜で卓越するメヒシバ群落については、皆生工区の離岸堤背後等でも普通に見ら

れるものではあるもののいわゆる海浜植物ではないことから、この群落付近は周囲の海浜

植物を優勢ならしめている砂の激しい移動や乾燥の度合いが比較的小さい可能性がある。

また動物類については、２カ所ある調査断面が養浜箇所からはずれているため、養浜に

よる影響は確認出来ない。

４．３ 東播海岸

東播海岸における養浜は「静的養浜」であり、本研究が扱う「動的養浜」とは別種の事

業である。しかし、岸沖漂砂による短期的砂浜変動や、養浜が環境に与える影響の検討な

、 、 。ど 動的養浜と共通する要素もあるため それらについて本項で整理し検討の参考とする

４．３．１ 性能設定及び達成状況

東播海岸は、神戸市から明石市を経て播磨町に至る延長約 の海岸である。主とし26km
て風波により侵食が進み、昭和 年度から東播海岸の約 の区間において直轄事業36 19km

項目 目標 現況 達 成 状 況 現況 達成状況
（未整備地区） （未整備 整備済地区 （整備済（ ）

地区） 地区）
越波量 ＜ 未達成 ほぼ達成Q/Qo 0.005m3/s/m 0.015m3/s/m 0.0053m3/s/m
うちあげ高 未達成 達成済T.P. + 5.00 m T.P. + 6.8 m T.P.+4.8m
砂浜幅 約 未達成 約 達成済50m 30m 50m
砂浜断面積 約 未達成 達成済230m2 70m2 230m2
堤防基礎の土被り厚 ～ 程度 約 未達成 ～ 程度 達成済3 4m 0.7m 3 4m

※計画波 （伊勢湾台風同等規模の台風による波浪) ※下線部が設定目標、他項目はそこから換算H=3.4m
表－３ 東播海岸藤江地区（未整備箇所）における養浜事業の目標設定及び達成状況

として侵食対策のための護岸整備、消波ブロックの設置、離岸堤の整備等を進めてきた。

また海浜の利用、環境に対するニーズの高まりを受け、新たに高潮対策を兼ねた海浜を生

み出す養浜工を昭和 年から順次計画・実施している（図－８ 。これは流出防止用の突57 ）

堤（長さ 、先端水深 、設置間隔 ）の間に養浜を実施する「静的養浜」で100m -2.5m 180m
あり、投入量は１区画（突堤と突堤の間 ）に対して、越波しないように設定した天180m

（ ） （ ） （ ） 。端高 ・天端幅 ・前浜勾配 で整形するのに必要な量としているTP+2.5m 25m 1/10
この海域はノリの養殖が行われていることもあり、ノリの種付けが始まる前の６月～９

砂養浜

レキ養浜

玉石養浜

江井ヶ島港

林崎漁港

明石市

松江
地区

藤江
地区

谷八木
地区

八木
地区

江井ヶ島
地区

西島
地区

測線　　２０．０ｋ

-10.00

-8.00

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

-200.000.00200.00400.00600.00800.001000.001200.00

平成１５年

平成１２年

平成９年

平成６年

平成元年

図－８ 東播海岸養浜箇所 図－９ 東播海岸西島地区断面変化図
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月に養浜を実施している。また、シルト分を嫌うノリ養殖に配慮し、一般的な養浜材料よ

り大きな、粒径 ～ の玉石を汀線付近に設置する工法を用いている。また、海5mm 10mm
0.5mm浜利用への配慮として、後浜部分は流失の心配が少ないため現地の砂と近い海砂（

～ ）を用いている。なお海底勾配が急な西島地区などでは流出防止のため玉石の替2mm
わりに礫（ ）を用いた。近年５年間の養浜実績は平成１３年度： 、平成１150mm 24,000m3
４年度： 、平成１５年度： 、平成１６年度： 、平成１７年度：105,400m3 55,200m3 7,000m3

、平成１８年度： となっている。38,800m3 42,000m3
東播海岸の養浜は突堤で保護された静的養浜であり、施工後は養浜砂はほとんど流出せ

ず（図－９）防護上の目標も達成されている。ただし藤江地区の一部未整備箇所について

は砂浜が狭く目標を下回っている（表－３ 。）

 

S62.10 
V=22,000m3 
L=176m D50=0.5～2.0mm 

S62.10 
V=25,000m3 
L=178m D50=0.5～2.0mm 

H2.9 
V=4,000m3 
L=241m D50=0.5～2.0mm 

H2.9 
V=28,000m3 
L=178m D50=0.5～2.0mm 

H13.10 
V=19,000m3 
L=180m D50=0.5～2.0mm 

S60.9 
V=34,000m3 
L=177m D50=0.5～2.0mm 

No.12

No.12

図－１０ 藤江地区環境情報図（平成１０年度）

図－１１ 藤江地区環境情報図（平成１５年度）
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４．３．２ 生物の生息状況

、 、 、 、東播海岸においては 汀線に近い砂浜にはコウボウシバ コウボウムギ ハマヒルガオ

ハマボウフウなどの多年生植物がみられ、その背後には低木のハマゴウ、護岸沿いにはメ

。 、 、 。ヒシバがみられる 堤防背後の斜面にはクロマツ マサキ メダケなどが植栽されている

藤江地区に着目すると、平成１０年度と平成１５年度の間に、平成１３年１０月完成の

藤江地区 の養浜が完成している（図－１０ 。養浜材は砂（ ～ ）でNo.12 D50=0.5 2.0mm）

ある。養浜以前にわずかに生えていた植生は無くなり平成１５年度の調査では全くの裸地

となっている。一方で、昭和６０年代～平

成始めにかけて完成した 周辺の箇所No.12
については、平成１０年度時点でわずかに

植生が見られ始めている。種類はコウボウ

ムギ、コウボウシバ、ハマヒルガオ、ハマ

ゴウ、オカヒジキなど、砂の埋没に強く砂

浜に 初に侵入する植生である。平成１５

年度ではそれらの箇所で一様に分布域を拡

大している（図－１１ 。）

一方アマモ場については、全般的には養

、浜前後での分布の変化は見られなかったが

平成１２年度に養浜が施工された谷八木地

区のアマモ場については、養浜実施前の平

成８年度に比べて、養浜実施後の平成１３

年度調査ではアマモ場の分布域が狭まって

いる。２年後の平成１５年度調査では面積

はやや回復しているが、養浜前より被度が下がっている（図－１２ 。）

また動物類については、各地区１カ所程度の調査断面が 近の養浜箇所からはずれてい

るため、養浜による影響は確認出来ない。

５．まとめ

５．１ 性能設定及び達成状況

代表海岸において評価軸を設定し事業目標の達成状況を評価したところ、富士海岸では

越波量及び砂浜幅で事業目標を設定しており、目標としている越波量は満足しているが、

破堤を回避するための目標砂浜幅は満足していない。皆生海岸では事業開始時の浜幅の維

持を事業目標としており、越波量やうちあげ高で評価すると背後地はほぼ安全であるが、

目標砂浜幅は満足していない。東播海岸は越波量で事業目標を設定しており、整備済み箇

所では目標としている越波量をほぼ満足しているが未整備箇所では満足していない （表。

－４）

このように未整備箇所を除き、各海岸とも越波量・うちあげ高は目標を概ね満足してお

り、被災を防ぐ 低限の性能（目的性能）は確保されていると言える。しかし富士海岸・

皆生海岸では目標砂浜幅を満足しておらず、施工後の長期的砂浜変動や高波浪による一時

的な砂浜変動を受けた場合安全とは言えない。あるいは長期的・短期的砂浜変動を考慮し

 

 

図－１２ 谷八木工区アマモ分布図

平 成 ８ 年 度

平 成 １ ３ 年 度

平 成 １ ５ 年 度
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た検討自体が行われていない。すなわち目的性能は確保されているが安全性能は確保され

ていないことになる。

ここで昨年度に調査した、動的養浜における養浜量の設定方法に着目すると、富士海岸

と皆生海岸はともに沿岸漂砂量をもとに養浜量を決定しており（昨年度調査による 、結）

果として現状の砂浜を維持するに留まっているとも考えられる。これは沿岸漂砂量をもと

海岸名 性能設定方法 越波量 う ち あ 砂浜幅 土被り 養浜量

げ高 目標 設定方法越波量・うちあげ

砂浜幅高を満足する浜幅

富士 ○ （○） ○ × ○ 沿岸漂砂量越波量 砂浜幅,
東播 越波量 ○ （○） （○） （○） ○ －（ ）整備済箇所

東播 越波量 × （×） （×） （×） × －（ ）未整備箇所

皆生 砂浜幅 （○） × － 沿岸漂砂量(ほぼ○) (ほぼ○)

表－４ 代表海岸の目標設定及び達成状況

にした予測がある程度正確であることを示しているとも言えるが、目標砂浜幅を確保して

いくためには、現在続けている養浜に加えて砂浜幅を増やすためのまとまった量の養浜を

初期養浜として行うことも検討する必要がある。

５．２ 養浜が環境に与える影響

また養浜が環境に与える影響について整理したところ、富士海岸では養浜箇所及び周辺

の裸地化が見られた。また皆生海岸では養浜が既存植生を被覆しないため裸地化は見られ

ないが、上手側に周辺と違った植物群落が見られた。東播海岸では養浜箇所は一旦裸地に

なり、その後１０年以上かけて徐々に植生が侵入している様子がみられ、また一部の海底

でアマモが養浜箇所周辺で一時減少する様子が見られた （表－５）。

各海岸とも養浜箇所及び周辺に何らかの変化は見られるものの、情報量が少ないため養

浜との明確な因果関係を示すまでには至らなかった。また、面的に調査が行われているの

は植生調査のみで、底生動物・昆虫・魚類・鳥類等は限られた地点での側線調査や定点観

名称 環境調 ほ乳類 鳥類 魚類 昆虫 底生 植生調査 考えられる

査年度 生物 陸上 海中 養浜の影響

富士 Ｈ１６ × １１点 ４側線 ４側線 ４側線 裸地化４側線 ４側線
植生図

東播 Ｈ１０ × ９側線 ９側線 × ９側線 植生図 裸地化９側線
Ｈ１５ 植生図 藻場の一時減少

皆生 Ｈ１４ ２側線 ２側線 ２側線 ２側線 ２側線 養浜箇所上手の２側線 ×
＋踏査 植生図 植生変化

※枠囲みは養浜箇所及び周辺で行われた調査

表－５ 代表海岸の環境調査状況及び養浜が環境に与える影響整理表

測による調査であり、養浜箇所での調査は実施されていない。また、２回以上調査を実施

しているのは東播海岸のみであり、他の２海岸は時系列を追った整理は出来なかった。

今後養浜が環境に与える影響を評価するためには、工区全体における環境の概要を把握

するだけでなく、養浜事業の時系列に沿った調査が必要である。具体的には①養浜砂を投

、 、入する箇所②養浜砂の移動範囲にあたる下手側③比較として 養浜の影響を受けない場所

の３カ所において、養浜前調査及び養浜後のある程度継続した調査が必要と考えられる。

特に移動力が小さく養浜の影響を受けやすい植生と底生動物に着目する必要がある。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




